
（こころのケア科）

１．概　　要
　H.24年１月から12月までの副科初診患者数は301名であった。
　外来は18人で、依頼元は糖尿病内科から５人、消化器内科から３人、外科と神経内科、産婦人科から
各２人などであった。救急外来は７名で、その病名は神経症圏が３人、自殺企図で当日帰宅が４人であ
る。副科診療は全部で延べ273人である。この中の緩和ケアチーム症例数は11名であった。精神面の緩
和ケア外来の数は10人である。さて273名の内訳は、せん妄の症例が一番多くて74人27％。２番目に多
かったのは身体病での入院後や入院前からの適応障害や、急性ストレス障害、パニック障害などを含
む、神経症圏の症例が68人で25％。３番目は自殺企図の症例で23人、８％。この３種類の状態で、273
人中165人で全体の60%になる。
　緩和ケアチーム依頼理由の内訳は、 痛緩和が11人中9人、呼吸困難１人、食欲不振１人であった。
なおグラフは新患患者数での統計である。

（竹谷　一雄）　
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せん妄 58人
24.0%

精神障害 52人
21.5%

うつ病、躁うつ病
42人 17.4%

適応障害 33人
13.6%統合失調症 10人 4.1%

不安障害 10人 4.1%

認知症 7人 2.9%

器質性精神障害 6人
2.5%

神経症性障害 6人 2.5%
薬剤性精神障害 4人 1.7% その他 14人 5.8%

こころのケア科

人242:数者患新度頻別患疾

人242:数者患新度頻別患疾別月
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

せん妄 精神障害 うつ病、躁うつ病 適応障害
統合失調症 不安障害 認知症 器質性精神障害
神経症性障害 薬剤性精神障害 その他



座長・司会

＜こころのケア科＞

№ 演　　題　　名 座長名 学会・研究会名 発表年月日

1
特別講演　愛知県がんセンター愛児病院呼
吸器内科　高橋孝輔「緩和ケアにおける呼
吸困難の対応について」

竹 谷 一 雄 第21回豊橋がん診療フォーラム 2012/4/19

2 MCR特別講演 竹 谷 一 雄 第31回MCRフォーラム 2012/6/13


